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図版Ⅰ

１．マンションに隣接したハウス ２．鉄骨ハウス内の被陰状況

３．試験圃場Ⅱ ４．構造物からの距離とコマツナの生育

５．被陰と日当たりの境(右写真と対応） ６．サーモグラフィーによる温度差

７．収穫遅延株における抽だい ８．補光の時間帯とコマツナの生育
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